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   The clinical effectiveness of PPC, amino acid preparation, on nonspecific chronic prostatitis 
was evaluated by the double-blind test method. A mixture of two pollen extracts which has 
been widely employed for the treatment of chronic prostatitis was used as a control. Neither 
















































被 試 験 薬=3種 ア ミノ酸 複 合剤(PPC)(1カ プセ
ル 中にL一 グル タ ミ ン酸265mg・L一 ア ラ ニ ン100
mg・ ア ミ ノ酢 酸45mgを 含有 す る)














対照薬:花 粉製剤(以 下C剤 と略す)
両薬剤の剤型が異なっているので,各 々の薬剤につ






岡田 ・ほか:慢 性前立腺炎 ・PPC
1.自覚症状
排尿後 不快感 、会陰部不快感 、頻尿、残尿感 、排尿 困難
2.前立腺触診 所見
圧痛 、硬 化、腫大
3.前立腺 マ ッサー ジ後分 泌物
肉眼的お よび顕微鏡的所見


































0:無 症 状 ま た は 正 常,
1二 軽 症,皿:中 等 症,
皿;重 症























対象 とした76例中,P群 は32例,C群は30例であ り
残 りの14例は脱落症例 と判定 した.
1)そ れぞれの自覚症状について各群別に対象例数,





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































★P群:3種 ア ミノ酸複合剤投 与群
"C群:花 粉製剤投与群






投与2週 間後でP群 の改善率 ・平均改善度は29.4%・
0.47,C群では23.5%o。0.65といずれも低値であ り,
4週後でも両群ともに改善率 ・平均改善度の上昇傾向









い て比 較 検 討 した.漿 液性 分 泌物 は 薬 剤 投 与 前 のP群
に4例,C群 に5例 認 め られ たが,投 与 終 了 時(4週
後)に は,そ れ ぞ れP群 で3例(75%),C群 で4例
(80.O%)が改善 され た.膿 性分 泌 物 はP群 に2例 認
め られ たが,投 与2週 後 に2例 とも 改善 され た.な お
肉 眼的 血 性 分 泌 物 を 認 め た症 例 は なか った,分 泌物 の
顕 微 鏡 的 検 査 で 赤血 球 が認 め られ た もの は,P群 に3
例,C群 に2例 あ った が,4週 間 投 与 後,P群 で は 改
善2例,悪 化1例,C群 で は 改善1例,悪 化1例 で あ
った.白 血球 ・前立 腺 穎粒 に つ い ては,両 群 と もに6
～7例 に み られ,投 与 終 了時 に は 両 群 と も約70%の 改
善 率 が 認 め られ た.以 上 の ご と く,マ ッサ ー ジ後 分 泌
物 に 関 して はP群 ・C群 と もほ ぼ 同 様 の傾 向 を示 し,
例 数 も少 な く両 群間 の有 意 差 は 確 認 で きな か っ た.
4)前 立腺 マ ッサ ー ジ後 尿 培 養 に つ い て はEscheri-
chiacoli,ProteUS,Enterobacter,Pseudomonas,StrePtCOC-















































































































































稿を おわ るに あた り,薬 剤割付 けなどに ご協力下 さった ユ
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